








要約:昨年、我々は学校生活内において、若年性(インスリン依存型)糖尿病患者家族ある

いは学校側がどのような不安をもっているかを検討し、疾患そのものの理解・給食の内容・

体育の内容・遠足などの学校行事などに双方の不安が強いことを報告した。今回、こうし

たことがらの実情を把握する目的および、よりよい学校生活内 QOL に必要な事項を検討す

る目的で在宅治療中の若年性糖尿病患者の学校生活についての調査を行った。我々が対象

とした若年性糖尿病者の約半分は、大学生以上あるいは社会人であったため、学校生活に

加えて進学、就職でのハンディキャップについてもアンケート調査をした。この結果から

社会全体の若年性糖尿病に対する理解が十分では無いことが確認され、今後、患者・その

家族・行政を含む医療サイドがその理解に一層努力する必要があると考えられた。


